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地域の皆様と共に永く住み続けられる街づくりを進める
「ちどり福祉会」の最新情報
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題字　いきいき八田特養利用者様

　
令
和
二
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
皆
様
、
ど
ん
な

年
を
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
は
新
し
い
元
号
の
発
表
、
台
風
被
害
な
ど
国

全
体
で
注
目
す
る
ニュ
ー
ス
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
選
手
の

活
躍
は
、
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
人
た
ち
を
も
引
き
付
け

る
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。
並
大
抵
で
な
い
練
習
を
共
に

し
た
仲
間
と
の
絆
は
、
若
い
時
を
思
い
出
し
た
人
、
憧

れ
の
よ
う
な
想
い
を
抱
い
た
人
、
そ
し
て一つ
の
目
標
に

向
か
う
チ
ー
ム
力
に
感
動
し
ま
し
た
。
色
ん
な
タ
イ
プ

の
選
手
が
持
ち
味
を
出
す
、
出
せ
る
場
を
チ
ー
ム
で
作

る…

私
た
ち
の
職
場
に
も
「
あ
る
、
あ
る
」
と
思
い
な

が
ら
、
勝
手
に
親
近
感
も
覚
え
て
い
ま
し
た
。

　
ち
ど
り
福
祉
会
は
今
年
も
、
全
職
員
が
ス
ク
ラ
ム
を

組
む
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

施
設
長
　
　
渡
部
美
紀



　今年は初めての試みで秋祭りを行いました。天候に恵まれ、昼間の開催で
デイサービスのご利用者様も参加され、多くの方に出店や演芸を楽しんでい
ただきました。ステージでは職員による日本舞踊とパプリカの踊りを披露し、
「カルマ・クインテット」さんがバンド演奏で盛り上げて下さり、一緒に口ず
さみながら楽しまれていました。ボランティアの方やご家族様に多数ご協力
いただき楽しく有意義な時間を過ごしました。

　毎年8月に開かれるいきいき箱崎のお祭り行事で
すが、近年の猛暑を考慮して今年は10月へと時期
をずらし、夏祭りならぬ秋祭りの開催となりまし
た。当日は心地よい秋晴れに恵まれ、中庭には職
員たちが皆さんに楽しんでもらおうと、この日の
為に準備した様々な出店が並びます。ご利用者様
たちはご家族様や職員と一緒に買いものや遊びを
思い思いに楽しまれていて、中庭に素敵な笑顔が
満ち溢れていました。
　地域交流スペースでは、サ高住のご利用者様た
ちで結成されたコーラスサークルによる合唱が披

〔八田秋祭り実行委員長　西村〕

〔箱崎秋祭り実行委員　安部〕

露され、綺麗な歌声に聞き入っていた皆さんも大
満足。最後は職員とご利用者様も一緒になって炭
坑節を踊り、大盛り上がりで今年の秋祭りは幕を
閉じました。
　今年は10月の時期の開催ということもあって初
めての試みが多く、色々と手探りで準備を進めて
きた部分もありましたが、ご利用者様やご家族様
の力強いご協力を頂いて素晴らしい行事にするこ
とが出来ました。来年もより良いものになるよう
に職員一同尽力し、沢山の笑顔が見られることを
楽しみにしています。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

い
き
い
き
八
田

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
き
い
き
八
田
は
、
一
階
が
ユ

ニ
ッ
ト
型
、
二
階
・
三
階
が
従
来
型
の
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
利
用
者
様
の
生
活
が
、
自
分
ら
し
く
笑
顔
あ
ふ

れ
る
よ
う
に
、
毎
日
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
ご
利
用
者
様
と
の

信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、
安
心
し
た
生
活
環
境
の
提
供
に

努
め
て
い
ま
す
。
職
員
間
の
仲
も
良
く
、
と
て
も
働
き
や

す
い
施
設
で
す
。

い
つ
ま
で
も
2
人
で
の
ど
か
へ

・利
用
者
の

家
族

ひ
ろ
ば

　
子
供
の
こ
ろ
は
長
崎
の
佐
世
保
に
家
族
で
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
戦
時
中
、
近
所
に
疎
開
し
て

き
た
主
人
の
家
族
を
、
母
が
面
倒
を
み
て
親
戚
付

き
合
い
の
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
義
理
の

父
と
も
仲
良
く
、
そ
の
ま
ま
主
人
と
二
十
一
歳

ぐ
ら
い
で
結
婚
し
、
福
岡
に
来
て
夫
婦
で
大
工

と
し
て
自
営
業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

　
仕
事
は
忙
し
く
、
旅
行
に
行
っ
た
想
い
出
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
張
で
あ
ち
こ
ち
飛
び
回
っ

て
い
ま
し
た
。

　
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
現
在
は
息
子
と
三
人
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
息
子
も
仕
事
が
忙
し
く
、

病
気
に
な
る
前
ま
で
は
私
が
全
て
の
家
事
を
こ

な
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
三
〇
年
に
夫
婦
と

も
に
病
気
に
な
っ
て
入
院
し
ま
し
た
。
夫
婦
と

も
に
介
護
が
必
要
な
生
活
と
な
り
、
退
院
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
や
介
護
の
不

安
も
あ
り
、
息
子
と
喧
嘩
が
絶
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
の
ど
か
を
知
り
、
先
ず
は

私
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
四
月
よ

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
の
ど
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡   

博
　
　
　
　
　
　

り
私
だ
け
が
通
い
を

利
用
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
の
ど

か
に
も
在
宅
生
活

に
も
慣
れ
て
き
た

昨
年
八
月
、
退
院
し
た

主
人
と
夫
婦
で
の
ど
か

を
利
用
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
の
ど

か
で
主
人
は
リ
ハ
ビ

リ
を
行
い
足
腰
も
し
っ
か

り
し
て
き
て
、
介
護
も
楽
に

八田秋祭り
事
業
所
・
職
場
紹
介

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
も
亀
の
お
世
話
や
洗
い
物
を

手
伝
っ
た
り
、
夫
婦
で
の
ど
か
に
来
る
こ
と
が
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夫
婦
と
も
に
今
の
生
活
に
満
足
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
い
つ
ま
で
も
二
人
で
の
ど
か
に

来
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

箱崎秋祭り

2丁目西南

1丁目2丁目東

3丁目
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　いきいき八田で、八田小学校の４年生に対して①認知症学習②施設見学③利用者交

流を9月～11月にかけて行いました。開設当初から続いている交流です。4年生は好奇

心旺盛で、質問や感想が毎回飛び交う活気ある総合学習になっています。最後の交流

では４～５人のグループに分かれて、グループ毎で考えてきたスゴロク、折り紙、手品や

名探偵コナンの寸劇などなどを楽しみました。1時間の交流では短かったと言ってもらえ

るほど盛り上がりました。ご利用者様にとって楽しい１日となりました。子どもたちにとっ

て大切な学びと交流の機会になるように、今後も交流を続けていきたいと思っています。

八田小学校との交流

ご寄附のお礼

この度、

　　秋武和子様
　　大崎一生様  より、

ご寄附をいただきました。
頂いた寄附金で、離床セ
ンサーとリクライニング車
イスを購入することといた
しました。これからも利用
者の皆様に喜んでいただ
けるサービス提供に努力し
て参ります。ありがとうご
ざいました。

「はこうまネット」に参加しています。
「はこうまネット」とは？

「はこうまネット」は何のために活動している？

馬出・箱崎・東箱崎校区の介護事業所や医療機関のメンバーを中心に作ら
れた、「事業所ネットワーク」です。箱崎の「はこ」、馬出の「うま」をとって「は
こうまネット」と名付けました。

平成30年6月19日に立ち上げて、これまで地域の皆様に知ってもらうため
様々な周知活動をして参りました。その成果もあり、地域からの依頼に応え
ていっています。「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を目指し、地域住民と
事業所がお互いに協力しあう形が出来てきています。今後も「はこうまネッ
ト」の活動を通して、地域づくりに貢献していきたいと思います。

「誰もが安心して暮らせるまちづくり」、例えば「認知症であってもなくても
暮らしやすいまちづくり」を目指して活動しています。

◇例えばこんな時にご相談ください◇
●介護保険について知りたい　　　●介護の相談がしたい
●高齢者施設の事を聞いてみたい　●デイサービス利用の相談がしたい
●福祉用具を実際に見てみたい　　●認知症について知りたい　
●病気や薬について気軽に相談したい
●ロコモ予防、脳活性化、あしゆびなどの健康体操をしてみたい
●地域の集まりなどで医療や介護の講座をしてほしい
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